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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、活性化Cキナーゼ（RACK）タンパク質の受容体です。このタンパク質は、in vitroにおいて活性化プロテインキナーゼCβIに結合することが示されています。さらに、このタンパク質は皮膚T細胞リンパ腫関連抗原でもあります。さらに、このタンパク質はブロモドメインと2つのジンクフィンガーを含み、転写調節因子であると考えられています。この遺伝子には、複数の異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2008年7月],PTM:DNA損傷時にリン酸化される（おそらくATMまたはATRによる）,類似性:ブロモドメインを1つ含む,類似性:MYND型ジンクフィンガーを1つ含む,類似性:PHD型ジンクフィンガーを1つ含む,類似性:PWWPドメインを1つ含む,サブユニット:PRKCB1とin vitroで相互作用する,組織特異性:検査したすべての組織で発現し、脳、肺、膵臓、胎盤で最も高い発現が認められた。皮膚T細胞リンパ腫（CTCL）で発現が認められた。
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	PKCB1抗体を用いた293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	RACK7ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

